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1 はじめに
現在,インターネット上で商品を購入できるネットショッピン
グサイトが増え，商品に対するレビューが多く記載されるよう
になった．これらのレビューには記載者の意見が含まれている
ため，商品購入時や企業側が消費者の声を知るのに適している．
しかし，レビューの数は膨大であるため，各レビューがどのよう
な意見を持っているのかを人手で調べるのは困難である．
本研究では，メッセージ情報を用いることで商品レビューが
どのような意見を持っているかを調べ，様々な分類器や特徴量
を用いた場合どれくらい精度が上がるかを検証することを目的
とする．本研究で述べているメッセージ情報とは，文章に込め
られた書き手の意見や評価のことを示しており，肯定・否定・期
待・懸念・警告・助言などの種類がある．
メッセージ情報を用いた関連研究には藤巻ら [1]によるものが
あり，レビュー文を用いた関連研究には五十嵐 [2]によるものが
ある．藤巻は新聞社説を対象として実験をし，特徴量の選択の
仕方についての考察を行っている．五十嵐は映画のレビュー文
を対象として，ＳＶＭを用いた手法と評価情報辞書を用いた手
法の 2つの手法で感情極性の判定をする実験を行っている．
2 使用するカテゴリとデータ
本研究ではメッセージ情報のカテゴリとして肯定・期待・助
言・否定・非メッセージの 5種類を仮定する．また，使用するレ
ビューは通信販売サイト「Amazon.com」において，商品ジャン
ルに偏りが起こらないように収集したものである．収集したレ
ビュー文の内訳を表 1に示す．
表 1 商品レビュー文の内訳
全文 肯定 期待 助言 否定 非メッセージ情報
5000 1000 1000 1000 1000 1000
3 実験方法
文を Bag-of-Words で表現し，それを特徴量として 2 で述べ
たメッセージカテゴリに分類する．その際，本研究では商品レ
ビュー文を対象としているため，レビュー評価を特徴量とし
て用いることで分類精度がどう変わるかを調べる．ここでのレ
ビュー評価とは，レビュー文につけられている星の数のことで
ある．また，特徴量として用いる単語の品詞の違いが分類の精
度にどの程度影響するかを調べるために，全単語を扱う場合と
名詞・動詞・形容詞・形容動詞の自立語のみを扱う場合の 2つに
分けて分類を行う．結果的に「レビュー評価あり・自立語のみ使
用」，「レビュー評価なし・自立語のみ使用」，「レビュー評価あ
り・全単語使用」・「レビュー評価なし・全単語使用」の計 4通り
の場合を比較した．
分類器はナイーブベイズ，SVM，ロジスティックの 3種類を用
い，SVMのカーネルには PolyKernel・NormalizedPolyKernel・
RBFKernel・Pukの 4種類を試した．これら 6種類の分類器で
分類を行い，メッセージ情報ごとの正解率と平均正解率，F値マ
クロ平均を求めた．
4 実験結果
各手法・分類器ごとの正解率を表 2に示す．表中の「自」は自
立語のみ使用，「全」は全単語使用，「評」はレビュー評価ありを
示すものとする．以下，表中の番号をもとに説明を行う．
表 2 各手法・分類器ごとの平均正解率 (%)
番号 分類器 特徴量 正解率
1 NB 自・評 67.7
2 NB 自 61.4
3 NB 全・評 71.8
4 NB 全 66.3
5 SVM(PK) 自・評 80.4
6 SVM(PK) 自 75.9
7 SVM(PK) 全・評 83.7
8 SVM(PK) 全 79.9
9 SVM(NPK) 自・評 78.0
10 SVM(NPK) 自 75.4
11 SVM(NPK) 全・評 81.7
12 SVM(NPK) 全 79.9
番号 分類器 特徴量 正解率
13 SVM(RBFK) 自・評 63.3
14 SVM(RBFK) 自 67.7
15 SVM(RBFK) 全・評 71.6
16 SVM(RBFK) 全 72.8
17 SVM(Puk) 自・評 64.1
18 SVM(Puk) 自 67.5
19 SVM(Puk) 全・評 67.0
20 SVM(Puk) 全 70.1
21 Logistic 自・評 70.3
22 Logistic 自 68.5
23 Logistic 全・評 74.1
24 Logistic 全 72.4
１つ目の特徴量であるレビュー評価の有効性について見てみ
る．表 2の [1・2]，[3・4]，…，[23・24]を比較してみると，分
類器が SVMの RBFKernel・Pukである [13・14]～[19・20]以
外はすべて「レビュー評価あり」のほうが正解率が高いことが分
かる．この結果から，レビュー評価はメッセージ情報を分類す
る際には重要な要素であると考えられる．
２つ目の特徴量である品詞情報の有効性について見てみる．
表 2の [1・3]，[2・4]，…，[22・24]を比較してみると，全単語
を使用したほうが「自立語のみ」を使用したものよりも正解率が
高いことが分かる．この結果から，「自立語のみ」に含まれてい
ない連体詞・副詞・接続詞・感動詞・助動詞・助詞がメッセージ
情報を分類する際に重要な品詞ではないかと考えられる．
最後に，分類器ごとの正解率を比較する．表 2 の [1・5・9・
13・17・21]，…，[4・8・12・16・20・24] を比較してみると，
[8・9]が同じである以外は SVMの PolyKernelが最も正解率が
高かいことが分かる．また，1番正解率が低かったのはナイーブ
ベイズ分類器であり，これは次元数が 7000以上であったため次
元の呪いの問題が生じたためだと考えられる．
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